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1. はじめに 
IoT時代を迎え，ITSやスマートエネルギーシステムなど

のスマートモビリティシステムは，重要になってきた．こ

れらに関して多くの研究が行われているが，多くはセンシ

ング技術，クルマのプローブデータの可視化などの個別の

要素技術，システムの研究が中心である．システム開発に

おける体系的な基礎的なプラットフォーム研究が欠如して

いる．インフラの研究には，ライフサイクル指向の研究が

重要である． 
スマートモビリティは変化が激しいので，要求分析，シ

ステム設計に留まらず，運用して初めてわかることも多く，

運用からのシステム設計へフィードバックさせ，さらに発

展させる仕組みが必要である．これに関するプロジェクト

を立ち上げたので，本稿では，その概要を述べる(1)．  
 

2．情報基盤プラットフォーム 
スマートモビリティ情報基盤プラットフォームを含んだ

ITS システムは，下記から構成される（図１）． 
（１）情報収集 
従来の ITS 情報に加えて，センサデータ，官公庁，新規

事業者からのデータを収集する．このとき，情報提供のた

めのインセンティブを検討する必要がある． 
（２）プラットフォーム 
上記（１）で収集したデータを蓄積し，新たな加工を施

すとともに，設計／開発のための多様な資産を保持し，収

集したデータを下記の情報提供サービスへと展開する． 
（３）情報提供サービス 
プラットフォームから提供されたデータを活用し，新た

なサービスをユーザに提供する． 
 
3．プロジェクト概要 
３．１ プロジェクトの特徴 

（１）ライフサイクル指向の実践的研究 
これまで，多くのライフサイクル指向の研究が行われて

きた．しかしながら，これらの多くの研究は，必ずしも実

システへ適用したものではなかった． 

本プロジェクトでは，産学連携により実システムに適用

する．とくに，ITS では最大規模の公共機関の企業と連携

し，実システムへの展開を図る． 
なお近年，企業から提唱されている，運用までを含めた

システム開発体系である DevOps(Development+Operations)(2)

は概念，パラダイムであり，具体的な技術などは不透明で

ある．本プロジェクトは，DevOps を学問からみた実践的

プロジェクトであるというふうに理解することもできる． 
（２）不確実性(Uncertainty)への取り扱い 

本プロジェクトで最も特徴的なことは，不確実性を取り

扱うことである．IoT システムなど近年のシステムは，急

激な変化をとげており，運用して初めて分かることも多い．

すなわち，設計段階では，ある種の不確実性を有している

と考える．持続可能なシステムにするためには，急激に変

化する社会ニーズにシステムがどのように対応していくの

かが重要である．運用を通じて判明した課題（不具合，機

能の追加，新たなサービスの提供など）を迅速にシステム

設計に反映させる学問体系を構築する． 

３．２ チャレンジングな課題 

本プロジェクトで明らかにする事項を以下に示す（図

２）． 

（１）ライフサイクル指向アーキテクチャの確立 
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図１ 情報基盤プラットフォーム 
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従来からライフサイクル指向アーキテクチャの提案／研

究が行われてきたものの，実システムへの適用がなかった．

本プロジェクトでは，実システムへの適用を通じ，アーキ

テクチャを確立する． 

（２）ライフサイクル指向に向けての技術の確立 

 トレーサビリティ技術，フィードバック技術などを研究

／開発する． 

（３）上流工程の開発技術の確立 

近年ではシステム開発では，上流工程の開発／検査技術

が重要となっている．モデル駆動開発／モデル検査技術を

確立する． 

（４）シームレスな開発技術の確立 

運用までを含め，さらには運用からシステム設計へのフ

ィードバックのシームレスで統合的な開発技術を確立する． 

 

４．不確実性 

（１）定義 

不確実性について，これまで主に社会科学の中で論じら

れてきた(3)．本プロジェクトでは，工学的な観点からまず

は下記に絞るが(4)，これをどのように広げるかは今後の課

題である．  

第一に，不確実性は開発者によって認知されなければな

らない．開発を行う上で必要な情報であったものにもかか

わらず，後工程において見出されたもの，いわゆるモレヌ

ケを本プロジェクトでは不確実性と呼ばない．開発を進め

るうえで決めておかなければならないと認知された情報が

不確実性である． 

第二に，不確実性はつかみどころにない漠然とした情報

ではなく，期待されている有り様が明確に記述される，す

なわち情報が得られているか否かを明確に判断できるよう

に定義されなければならない． 

第三に，不確実性は開発者の間での議論を容易にすべく，

情報の内容を抽象化した名前でなければならない． 

（２）分類 

本プロジェクトでは下記とする． 

・多肢選択型：いくつかの選択肢があり，どれを選択する

か決まっていない． 

・パラメータ型：システム設計の中のパラメータがあるが，

そのパラメータの値が決まっていない． 

・複合型：複合型は抽象的な不確実性であり，当該意

思決定に関係する，一つ以上のより具体的な多肢選択

型，パラメータ型，複合型の下位の不確実性で構成さ

れる． 
 

５．現状 
（１）不確実性への対応 
ソフトウェア上流設計における不確実性を取り扱っ

た基本的なフレームワークを提案し，また，そのツー

ル(5)の開発も行っている． 
（２）モデル駆動開発 
上流工程に関しては，clooca と呼ばれるツールを開

発している(6)．本ツールの特徴は Web ベースであるこ

とである．すでにいくつかの教育機関で採用されてい

る． 
（３）モデル検査技術 

これまで多くのモデル検査技術とツールが開発されて

きた．本プロジェクトでも，モデル検査技術とツール

（Grakabu2）を開発している．本ツールは，すでに商用

化されている． 
（４）アプリケーション 
 九州大学伊都キャンパスへ，及びキャンパス内での案

内システムを開発し，ユーザに提供している．また，ス

マートモビリティ向けの交通流シミュレーションの開発

に着手した． 
 

６．おわりに 
本稿では，持続可能なスマートモビリティ向け情報基盤

プラットフォームに向けての課題，我々のプロジェクト概

要を述べた．とくに，これまで運用と言えば，企業主導の

イメージが強いが，これを学問体系として学の方から取り

組む必要がある． 
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